
 
物体 P の影は「正面」「上面」「側面」に分けて別々に考えます。 
 
i） 正面 

〈図１〉のように横から見た図で考えると 
280 ： 1840 = ：3  
なので、電灯の根元から物体 P までの距離と物体 P から 
影の先端までの距離の比は 2：1 であることがわかります。 
次に〈図２〉のように上から見た図で考えます。 
電灯、A、B の 3 地点で囲まれる三角形と影の面積の比は 

22× ： =−× 433 4：5 
であることがわかります。 

ii） 上面 

〈図３〉からわかるように、上面の影は
2
3
倍の大きさになり、 

正面の影とつながります。 

iii） 側面 
本問の場合、「正面」と「上面」の影に含まれることに 
なるので、無視することができます。 

 
（１） 点 D 上に電灯があるときの影の面積は、 

△ABD の面積の
4
5
倍 + 9（m2） 

点 F 上に電灯があるときの影の面積は、 

△ABF の面積の
4
5
倍 + 9（m2） 

であり、この２つの差が 10m2なので、 

8
5
410ABFABD =×=−△△ （m2） 

〈図４〉で△AGF = △AGD なので、 8BDG =△ （m2） 
となります。よって、 
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を解いて、 
12ID = （m） 

また、 

IC ：
3
4ID = ： 22 = ：3  

以上より、 

162
3
2122ICAC =××=×= （m） …（答） 

4
3
112CD =×= （m） …（答） 
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※ ここで△ABF の面積を求めておきます。 

四角形BCDG の面積は 
△BCD と△BDG の和なので、 

248
2
184 =+×× （m2） 

よって、 
412224CG =÷×= （m） 

12416AG =−= （m） 
したがって、 

72
2
11212ABF =××=△ （m2） 

A

B

C D

F
G

H

〈図４〉
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（２） 穴によって減る影の面積を求めます。 
120： 1840 = ：7  
210 ： 1840 = ： 24 = ：8  

3666 =×  …〈図６〉の元の三角形（あ） 
4977 =×  
6488 =×  

154964 =−  …〈図６〉の穴にあたる台形（い） 
（あ）の面積は△ABF の半分なので、 

36
2
172 =× （cm2） 

よって（い）の面積は 15m2とわかります。 
以上より、求める影の面積は、 

84915
4
572 =+−× （m2） …（答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考＞ 
 
 影を作図すると、右のようになります。 
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